
 

接地抵抗の経年変化に関する一考察 

－EP灰接地抵抗低減剤を用いた接地電極－ 

○杉本仁志，島崎克彦（北陸電力），戸栗和広，郷津宏之（ホクデン） 

A study on Annual Variation of Grounding resistance of Grounding Electrodes using Agent made of EP Ashes 
Hitoshi Sugimoto, Katsuhiko Shimasaki (Hokuriku Electric Power Co.),  

Kazuhiro Toguri, Hiroyuki Gouzu (Hokuden Co.) 
 

キーワード：接地抵抗，経年変化，接地抵抗低減剤 
 
１．はじめに 

人体，電気設備の安全や電気設備の安定稼動の

ために施工される接地には，低抵抗性，安定性，

施工性，経済性などが求められる。接地抵抗の安

定性については，季節変動や経年変化の課題があ

るが，その実態を示すデータは少ない 1)。筆者ら

は，EP灰を活用した接地抵抗低減剤 2)（ホクデン

EP-1）を用いた帯状接地電極の評価試験を実施し
ており，実際に施工された複数の接地電極を対象

とした月 1回の接地抵抗測定結果の分析から，接
地抵抗の季節変動を月平均気温の変動だけでも十

分表せる可能性を示した 3)。 
本稿では，上記評価試験の約 5年間の接地抵抗
測定結果を基に，経年による接地抵抗変化率を推

定した結果について報告する。 
 
２．測定した接地電極 
富山県内の 2 地点にある接地電極を測定した。

A地点，B地点ともに，砂れき層主体の地質であ
る。また，両地点とも冬季に凍土とならない場所

で，地下水位も接地電極の埋設深さ約 0.8m より
も深く，接地抵抗への影響はないものと考えた。

接地電極は，銅の網状電極を，EP 灰接地抵抗低
減剤（導電性コンクリート）で包んだ帯状電極で，

B地点の 2つの電極のみ，長さ 1.5m，直径 14mm 
 

表 1 測定した接地電極 
地

点 接地電極 電極

長 
電極

数 No. 大地 
抵抗率 

 
A 
銅 ﾒ ｯ ｼ ｭ 電 極

+EP灰低減剤 10m 1 1 148Ω･m 

  1m 10 2-11 183Ω･m 

B 
上記に加えて

1.5m φ 14mm
銅棒 8本接続 

16m 1 12 140Ω･m 

  15m 1 13 140Ω･m 

の棒状銅電極 8本を帯状電極に並列に接続してい
る。測定した接地電極の状況およびその地点の大

地抵抗率を表 1に示す。なお，A地点および B地
点の接地電極の施工年月は，それぞれ 2004年 10
月，2004年 4月である。 
 
３．接地抵抗の経年変化 
図 1に，2005年 1月から 2010年 3月迄の約 5
年に A地点に埋設した全 11極の接地電極で測定
した接地抵抗と月平均気温を示す。また，図 2に
2005年 8月から 2010年 3月迄に B地点の 2つ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 A地点の接地抵抗の測定結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 B地点の接地抵抗の測定結果 
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接地電極で測定した接地抵抗と月平均気温を示す。

接地抵抗は定常接地抵抗である。月平均気温は，

測定地点に最も近い気象庁観測点のデータを用い

ている。なお，積雪により接地抵抗測定を行えな

かった期間などは，測定データが欠落している。

図 1，2 から，接地抵抗の季節変動は月平均気温
の変化と増減が逆であるが，良く対応している。

文献 3)では，重回帰分析にて接地抵抗の季節変動
と月平均気温や湿度，降水量などの気象データと

の相関を調べ，月平均気温との相関が最も強く，

月平均気温のみでも接地抵抗の季節変動を推定で

きることが示されている。接地抵抗の経年変化

(Y )については，この月平均気温(X1 )と，経年，
より正確に施工日からの経過日数(X2 )の 2つの説
明変数にて重回帰分析を行った。重回帰式は(1)
式のとおりである。 

22110 XkXkRY ×+×+= .....................  (1) 

ここで，R0は定数項，k1と k2は月平均気温

と経過日数の偏回帰係数である。 
A，B地点の 13接地電極について，重回帰分析
から求めた定数項と偏回帰係数を表 2に示す。経
過日数の偏回帰係数 k2は，月平均気温の偏回帰係

数 k1よりも絶対値が小さく，月平均気温よりも相

関は弱いが，正の値であり，経過日数とともに接

地抵抗が上昇することを表している。経過日数の

偏回帰係数 k2を 365 倍することで 1 年当たりに
上昇する接地抵抗⊿R となる。また，定数項 R0

は月平均気温の影響を除いた初期の接地抵抗と見 
 
表 2 接地抵抗変化説明のための偏回帰係数 

偏回帰 係数 地 
点 No. 

定数

項 月平均気温 経過日数 
上昇接地抵

抗/年 
抵抗変

化率/年 
  R0 k1 k2 ⊿R=k2*365 ⊿R/R0 
 1 19.04 -0.24755 0.00013 0.0475 0.2% 
 2 91.37 -1.77847 0.00291 1.0622 1.2% 
 3 94.29 -1.91005 0.00294 1.0731 1.1% 
 4 70.22 -1.25386 0.00380 1.3870 2.0% 
 5 69.19 -1.23506 0.00406 1.4819 2.1% 
A 6 78.07 -1.31954 0.00158 0.5767 0.7% 
 7 97.26 -1.94963 0.00808 2.9492 3.0% 
 8 99.37 -2.10907 0.00587 2.1426 2.2% 
 9 92.51 -1.89997 0.00402 1.4673 1.6% 
 10 62.49 -1.16102 0.00478 1.7447 2.8% 
 11 85.82 -1.52648 0.00155 0.5658 0.7% 
B 12 6.41 -0.11565 0.00032 0.1168 1.8% 
 13 9.47 -0.14248 0.00045 0.1643 1.7% 
     平均値 1.6% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 1年当たりの接地抵抗変化率 

 
なせ，⊿R を R0で割ることで，表 2 に示す 1 年
当たりの接地抵抗変化率を推定できる。これより

推定される EP灰接地抵抗低減剤の接地電極にお
ける 1 年当たりの接地抵抗変化率は平均値で
1.6%となった。この値と，他の種類の接地抵抗低
減剤を用いた接地電極を対象に行われた約 3年間
のフィールド試験から求められた接地抵抗変化率
4), 5)を図 3 に示す。文献 4)，5)の接地抵抗変化率
は各種接地抵抗低減剤の平均的な値とされている。

その中で最も低い石炭灰接地抵抗低減剤と比べて

も，EP 灰接地抵抗低減剤の接地抵抗変化率は
50%程度低く，経年変化が小さい結果となった。 
 
４．おわりに 
これらの接地抵抗測定を継続して，可能な限り

多くの測定データを蓄積し，長期に亘る接地抵抗

の経年変化を把握する予定である。 
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